
【参考資料】 

ワンデーレスポンス実施フロー 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】 

ワンデーレスポンス実施対象工事において、通常、監督職員が取り組む内容について 
 

監督職員は、施工計画書に記載する計画工程表の受理にあたって、作業間の関連把握や工事の進捗

状況等を把握できる工程管理方法について、受注者とよく協議しておく。 

・横線式工程表（バーチャート）、座標式工程表（グラフ式）、曲線式工程表（バナナ曲線）、ネットワーク

式工程表による工程管理の実施など 

回答予定日等について 
受注者へ回答 
【その日のうちに】 

※協議・承諾・確認等の事象の発生 

監督職員が措置 
可能な内容か 

回答予定日に間に合わない場合は、早
めに受注者と再度、打ち合わせを行う。 

措置しえない場合 

措置可能な場合 

上司（工事担当課長
等）へ報告してから 

上司（工事担当課長
等）へ報告・相談し、
措置可能な内容か 

措置可能な場合 

受注者へ回答（協議等に対
する実際の回答） 
【その日のうちに】 

受注者へ回答（協議等に対
する実際の回答） 
【回答予定日までに】 

措置しえない場合 

協議等に対する実際の
回答が可能となったら 

「その日のうち」に回答が困難な場合（対外協議、現地調査、構造計
算が必要なものなど）は、いつまでに回答が必要なのか受注者と協議
の上、回答期限を予告するなど、次の段取りが出来るように 

受注者からの協議等 


